
 

 

で
は
ス
ト
レ
ッ
チ
は
で

き
な
い
。
大
勢
で
音
楽

に
合
わ
せ
て
運
動
す
る

こ
と
が
楽
し
い
」
な
ど

と
い
わ
れ
る
こ
と
が
う

れ
し
い
で
す
。
今
は
、

指
導
者
の
上
の
指
導
士

を
目
指
し
て
実
技
や
手

話
の
勉
強
に
忙
し
い
毎

日
で
す
。 

 

レ
イ
ホ
ー
ク
ー
フ
ラ
サ
ー

ク
ル
富
山
（
鈴
木
久
子
代

表
）
会
員
数:

12

名 

  

平
成
18

年
５
月
に
６
名

の
メ
ン
バ
ー
で
公
民
館
サ
ー

ク
ル
活
動
と
し
て
始
ま
り
、

そ
の
年
の
10

月
に
文
化
祭

に
参
加
し
て
、
現
在
ま
で
６

年
間
活
動
し
て
い
ま
す
。 

 

３
月
３
日
に
は
葵
の
園

に
慰
問
し
、
「
マ
リ
ヒ

二
メ
レ
」
ほ
か
２
曲
で

フ
ラ
ダ
ン
ス
を
披
露
し

て
、
大
変
好
評
で
し

た
。 

 

フ
ラ
ダ
ン
ス
は
足
腰

が
強
く
な
り
曲
も
心
を

和
ま
せ
、
笑
顔
も
素
敵

に
な
る
と
い
う
こ
と
で

す
。
現
在
の
名
前
を
一

新
し
、
た
だ
今
サ
ー
ク

ル
仲
間
を
広
く
募
集
し

て
い
ま
す
。 

 ふらっと 通信 
発    行：南房総市 富山地域づくり協議会「ふらっと」 

企画編集：地域づくり支援員（三橋・原） 

〒299‐2292 南房総市久枝３２7番地（南房総市富山地域センター内） 

メールアドレス：tomyfuratt@yahoo.co.jp 

( TEL 0470-5７-3000 

FAX 0470-57-3002 ） 
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読者の投稿コーナー 

 

い
ろ
い
ろ
な
音
楽
に
合
わ
せ
て

道
具
を
使
い
、
踊
る
よ
う
に
体
操

し
て
健
康
を
保
つ
こ
と
。
そ
れ
が

３
Ｂ
（
※
）
体
操
の
一
番
の
魅
力

だ
と
思
い
ま
す
。
私
が
３
Ｂ
体
操

始
め
た
の
は
５
年
ぐ
ら
い
前
の
こ

と
。
仕
事
の
関
係
で
３
Ｂ
体
操
教

室
を
し
て
い
た
千
倉
の
堀
江
先
生

と
出
会
い
、
以
前
か
ら
基
本
的
な

ス
ト
レ
ッ
チ
体
操
を
し
た
い
と

思
っ
て
い
た
の
で
、
迷
い
な
く
千

倉
の
教
室
に
通
い
始
め
ま
し
た
。 

 

一
昨
年
に
指
導
者
の
資
格
を
取

り
、
昨
年
か
ら
浜
金
谷
と
富
山
公

民
館
で
17

人
の
生
徒
さ
ん
に
３
Ｂ

体
操
の
楽
し
さ
を
教
え
て
い
ま

す
。
生
徒
さ
ん
か
ら
は
、
「
一
人 

 

岩
井
・
平
群
両
幼
小
学
校
の
閉
校
・
閉

園
式
が
３
月
18

日
に
行
な
わ
れ
、
多
く
の

卒
業
生
が
思
い
出
あ
る
懐
か
し
い
校
舎
に

別
れ
を
告
げ
ま
し
た
。 

 

卒
業
し
て
大
人
に
な
り
母
校
を
訪
ね
、

子
ど
も
た
ち
が
元
気
に
遊
ん
で
い
る
姿
に

自
分
を
重
ね
る
と
、
い
ろ
い
ろ
な
こ
と
が

思
い
だ
さ
れ
ま
す
。
そ
ん
な
意
味
か
ら
母

校
が
無
く
な
る
こ
と
は
と
て
も
寂
し
こ
と

で
す
。
私
の
卒
業
し
た
中
学
校
の
校
舎
は

数
十
年
前
に
取
り
壊
さ
れ
て
、
野
球
の
グ

ラ
ウ
ン
ド
に
な
っ
て
い
ま
す
。
で
も
今
で

も
、
校
舎
の
隅
々
ま
で
い
つ
で
も
思
い
出

す
こ
と
が
で
き
ま
す
。 

 

 
 

 
 

 
 

地
域
づ
く
り
支
援
員 

◆
伏
姫
と
八
房
の
た
わ
言
◆ 

ただいま、3Ｂ体操に熱中しています 

 市部在住 青木秀子さん（５９歳） 

 次回は、川名修さんにリレー 

 
 

 

馬
琴
の
〝
南
総
里
見
八
犬

伝
〟
の
長
編
小
説
に
関
す
る
劇

は
、
昭
和
50

～
60

年
代
に
市

川
猿
之
助
や
薬
師
丸
ひ
ろ
子
ら

が
国
立
劇
場
な
ど
で
上
演
、
ま

た
、
Ｎ
Ｈ
Ｋ
テ
レ
ビ
の
連
続
人

形
劇
が
放
映
さ
れ
ま
し
た
。 

今
号
で
は
、
伏
姫
自
刃
と
八
つ

の
玉
（
伏
姫
籠
穴
）
で
す
。 

 

籠
穴
に
住
む
こ
と
に
な
っ
た

伏
姫
は
、
仏
門
に
帰
依
し
読
経

三
昧
の
日
々
を
送
っ
て
い
ま
し

た
。
里
見
の
忠
臣
金
碗
（
か
な 

八
犬
伝
と
富
山
② 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

わがふるさと富山⑱ 

ま

り
）

大
輔
は
、
八
房
を
殺
し
て
伏
姫

を
救
い
出
そ
う
と
し
ま
し
た

が
、
打
っ
た
弾
丸
は
八
房
と
伏

姫
の
両
方
に
命
中
、
傷
を
負
っ

た
伏
姫
は
苦
し
い
息
の
中
で

〝
自
分
の
身
は
清
ら
か
で
あ

る
〟
と
語
り
、
自
刃
し
て
し
ま

い
ま
し
た
。
そ
の
時
、
姫
の
首

に
か
け
て
あ
っ
た
数
珠
八
つ
の

玉
（
仁
義
礼
智
忠
信
孝
悌
）

は
、
白
い
靄
（
も
や
）
に
つ
つ

ま
れ
燦
然
と
（
さ
ん
ぜ
ん
）
と

輝
き
な
が
ら
大
空
に
散
っ
て
い

き
ま
し
た
。 

 
 

（
ふ
る
さ
と
富
山
参
照
） 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

          

ーふらっと通信ー 

熱中リレー 

※
次
号
は
、
八
犬
伝
大
活
躍

（
関
東
甲
信
越
各
地
）
と
八

犬
士
終
焉
の
地
（
富
山
山

頂
）
で
す
。 

 

 

富
山
地
区
内
で
は
、
産
業
・
環
境
・
福
祉
・
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
・

公
民
館
活
動
に
い
ろ
い
ろ
な
団
体
が
、
そ
れ
ぞ
れ
の
目
的
を
も
っ

て
い
ろ
い
ろ
な
活
動
を
し
て
い
ま
す
。
今
月
は
、
レ
イ
ホ
ー
ク
ー

フ
ラ
サ
ー
ク
ル
富
山
を
ご
紹
介
し
ま
す
。 

ご
存
じ
で
す
か
、
こ
ん
な
活
動 

 

日
本
フ
ィ
ル
ハ
ー
モ
ニ
ー
交
響
楽
団
の
オ
ー
ケ

ス
ト
ラ
公
演
が
、
３
月
９
日
、
ふ
れ
あ
い
ス
ポ
ー

ツ
セ
ン
タ
ー
で
あ
り
、
富
山
地
区
小
・
中
学
校
の

児
童
・
生
徒
や
市
民
約
１
６
０
人
が
一
流
の
演
奏

に
う
っ
と
り
、
楽
し
い
時
間
を
過
ご
し
た
よ
う
で

す
。 

 

こ
の
公
演
は
、
児
童
・
生
徒
に
優
れ
た
舞
台
芸

術
を
鑑
賞
し
て
も
ら
い
、
芸
術
を
愛
す
る
心
を
育

て
、
豊
か
な
情
操
を
養
う
目
的
で
文
化
庁
が
行

な
っ
て
い
る

も
の
で
す
。 

 

当
日
は
ビ

ゼ

ー
《
カ

ル

メ

ン
》
よ

り

「
闘
牛
士
の

行

進
」
ほ

か

８

曲

を

演

奏
。
後

半

に

は
杉
本
竜
一

作

詞
・
作

曲

の
「
ビ

リ

ー

ブ
」
を

演

奏

に

合

わ

せ

て
、
子

供

た

ち
が
大
き
な

声
で
歌
い
ま

し
た
。 

 

内
閣
府
の
検
討
会
が
３
月
31

日

に
公
表
し
た
報
告
で
、
南
海
ト
ラ

フ
で
東
日
本
大
震
災
並
み
の
マ
グ

ネ
チ
ュ
ー
ド
９
ク
ラ
ス
の
巨
大

地
震
が
発
生
し
た
場
合
、
２
０
０

３
年
に
中
央
防
災
会
議
が
示
し

た
想
定
に
比
べ
て
震
度
・
津
波

高
と
も
大
幅
に
引
き
上
げ
ら
れ
ま

し
た
。
今
回
示
さ
れ
た
想
定
値
は
、

南
房
総
市
で
最
大
津
波
高
が
８
．
３
㍍

（
２
０
０
３
年
想
定
が
３
㍍
、
南
房
総

市
防
災
計
画
で
は
10

㍍
）
、
最
大
ク

ラ
ス
の
震
度
が
５
強
（
２
０
０
３
年
想

定
が
４
）
に
な
っ
て
い
ま
す
。 

 

い
つ
起
こ
る
か
わ
か
ら
な
い
地
震

や
津
波
に
備
え
て
、
非
常
持
出
袋
の

準
備
は
も
ち
ろ
ん
、
も
う
一
度
避
難

所
や
高
台
の
確
認
を
し
ま
し
ょ
う
。

ま
た
避
難
す
る
の
に
ど
の
ぐ
ら
い
時

間
が
か
か
る
か
、
実
際
自
分
の
足
で

歩
い
て
み

ま

し

ょ

う
。
先

ず

は
、
自

分
の
身
は
自
分
で

守
る
こ
と
で
す
。 

 

下
の
表
は
、
気

象

庁

の

ホ

ー

ム

ペ
ー
ジ
で
発
表
し

て
い
る
津
波
注
意

報
・
警
報
の
発
表

（久枝の葵の園での慰問。マリヒ二

メレほか２曲でフラダンスを披露） 

※３Ｂ体操の３Ｂとは、次の道具の頭文字をとったもの 

・Ｂａｌｌ（ドッチボールの大きさのボール） 

・Ｂｅｌｌ（手かせのような形をしたベル型クッション） 

・Ｂｅｌｔｅｒ（ゴムの輪っかがいくつもつながった 

        ベルト状のもの） 

種  類 解   説 発表される津波の高さ 

 

 

津波警報 

大津

波 

高いところで３ｍ程度以上の津波が予想さ

れますので、厳重に注意してください。 

３ｍ、４ｍ、６ｍ、 

８ｍ、１０ｍ以上 

津波 
高いところで２ｍ程度の津波が予想され 

すので、警戒してください。 １ｍ、２ｍ 

高いところで0.5ｍ程度の津波が予想され

ますで、注意してください。 
0.5ｍ 津波注意報 

地震や津波に
備え 

  はありま
すか 

（八犬伝で八房と伏姫が籠った
とされる富山《とみさん》の伏
姫籠穴） 

（穏やかな海も地震により津波が

予想されます） 
◎気象庁のホームページから抜粋 

揺れを感じたら津波を想定 

安全な場所に避難しましょう 

一
流
の
演
奏
に
う
っ
と
り 

 

日
本
フ
ィ
ル
の
オ
ー
ケ
ス
ト
ラ
公
演 

付
近
に
お
住
ま
い
の
人
は
、

地
震
の
揺
れ
を
感
じ
た
ら
早

目
に
安
全
な
場
所
に
避
難
し

ま
し
ょ
う
。 

（
ベ
ル
を
持
つ
青
木
さ
ん
） 



 

 

                    

 

私
の
考
え
る
地
域
づ
く
り
は
、
生
活
が
向

上
す
る
と
正
反
対
に
自
然
が
破
壊
さ
れ
て
い

る
現
状
を
少
し
で
も
ス
ト
ッ
プ
さ
せ
、
富
山

の
昔
の
自
然
を
取
り
戻
す
こ
と
で
す
。 

 

私
た
ち
が
子
ど
も
の
こ
ろ
の
春
の
遊
び

は
、
竹
鉄
砲
を
作
っ
た
り
近
く
の
川
で
メ
ダ

カ
や
ザ
リ
ガ
ニ
を
釣
っ
て
、
自
然
を
相
手
に

仲
間
と
楽
し
ん
で
い
ま
し
た
。
残
念
な
が

ら
、
今
の
子
供
た
ち
に
、
そ
ん
な
姿
を
見
る

こ
と
は
で
き
ま
せ
ん
。
そ
れ
は
、
生
活
雑
排

水
の
川
へ
の
放
流
が
原
因
で
し
ょ
う
か
。 

 

数
十
年

前
か
ら
川

の
汚
染
が

目
立
っ
て

き

ま

し

た
。
そ

こ

で
、
Ｅ

Ｍ

菌
（
有

用

微
生
物
群
）
を
使
っ
て
河
川
の
浄
化
活
動
を

し
て
い
る
岩
井
川
エ
コ
会
に
入
り
、
気
の
合

う
仲
間
と
楽
し
く
活
動
し
て
き
ま
し
た
。
そ

れ
が
少
し
ず
つ
成
果
が
表
れ
て
い
る
よ
う
で

す
。
青
空
を
映
し
清
く
流
れ
る
川
は
、
私
た

ち
地
域
の
誇
り
で
す
。
い
つ
ま
で
も
自
然
豊

か
な
ふ
る
さ
と
で
あ
っ
て
ほ
し
い
と
願
い
ま

す
。
ま
た
昨
年
か
ら
地
域
づ
く
り
協
議
会

「
ふ
ら
っ
と
」
に
入
っ
て
岩
井
川
親
水
公
園

の
清
掃
活
動
に
参
加
し
、
遊
歩
道
の
草
刈
や

木
の
伐
採
な
ど
の
活
動
を
行
な
い
ま
し
た
。

自
然
を
大
切
に
す
る
心
を
持
っ
て
、
こ
れ
か

ら
も
活
動
し
て
い
き
ま
す
。 

                            南 房 総 み ん み ん ネ ッ ト         検索     

 平久里下在住 

  座間幸夫さん 

 

あ
な
た
の
知
恵
を
地
域
づ
く
り
に
役
立
て
て 

 
 

 
 

 

～
「
ふ
ら
っ
と
」
が
発
足
か
ら
２
年
目
に
～ 

ーふらっと通信ー 

 

青
空
を
映
し 

 
 

清
く
流
れ
る
川
は
地
域
の
誇
り 

－２－ 

 

富
山
地
域
づ
く
り
協
議
会
「
ふ
ら
っ
と
」
は
地
域
住
民
が
会
員
に
な
り
、
地
域
を
よ
く
す
る

た
め
知
恵
を
出
し
合
い
、
想
い
を
語
り
合
い
、
自
ら
行
動
し
て
「
安
心
・
賑
わ
い
・
生
き
が

い
」
を
創
り
出
し
、
富
山
を
元
気
に
す
る
団
体
で
す
。 

 

皆
さ
ん
は
、
日
頃
、
自
分
の
地
域
の
こ
と
に
つ
い
て
、
「
こ
う
し
た
ら
も
っ
と
良
く
な

る
」
「
こ
ん
な
活
動
を
し
た
ら
も
っ
と
地
域
が
活
性
化
す
る
」
な
ど
と
考
え
た
こ
と
は
あ

り
ま
せ
ん
か
。
だ
れ
で
も
そ
ん
な
こ
と
が
あ
る
と
思
い
ま
す
。
そ
こ
で
新
年
度
を
迎
え
る

に
あ
た
り
新
し
い
仲
間
を
募
集
し
ま
す
。 

 

 

入
会
を
希
望
さ
れ
る
方
は
３
ペ
ー
ジ
の
申
込
用
紙
に
記
入
の
上
、
富
山
地
域
セ
ン
タ
ー

内
事
務
局
ま
で
提
出
く
だ
さ
い
。
詳
し
く
は
地
域
づ
く
り
支
援
員
に
お
尋
ね
く
だ
さ
い
。 

ーふらっと通信ー 

私の考える地域づくり⑳ 

－３－ 

ふらっと 入会申込書 

 富山地域づくり協議会会長  様  

    会の目的、規約、活動に賛同し、ふらっとに入会を希望します。 

様式 第６条第２項関係 平成  年  月  日 

※お寄せいただいた個人情報は、目的以外に使用しません。 

 フリガナ 

 

 氏 名 

  

 性 別   
 

    男 ・ 女  

 

  生年月日 

Ｔ 

Ｓ   年  月  日 

Ｈ            

 

 職 業 

 

 

 住 所  

（〒299‐    ） 

 

    南房総市 

 電話番号  Ｅ‐mail  

 

 

 

参 加希 望の活

動（複数可） 

に ○を つけて

ください 

       
    
   海岸や道路沿いの草木の植栽、地域を知るための 
   富山学の普及など地域の魅力づくりを行う。 
     
    
   住民が多く集まる場の清掃や地域花いっぱい運動を 
   行う。 
     

    
   親子の交流を目的にイベントを開催し地域のコミュニティ 
   づくりを行う。 

   

    
   高齢者や子育て支援、防災講座の実施など安心して 
   暮らせるまちづくりを行う。  

 

 

会 員の 種類に

○ をつ けてく

ださい 

 

     １．正会員 

 （企画から参加して活動する個人） 

     ２．協力会員 

 （企画には参加しないで、実際の活動のみ協力・支援する個 

  人・法人及び公共的団体） 

 

①岩井川親水公園清掃（4/24

～11/26 年4回） 

 年4回行なわれ、延べ80名の

参加がありました。これからは

公園を利用する人たちの手で、

いつまでもきれいな憩いの場と

してあって欲しいですね。 

 ④彼岸花の植栽（7/16） 

 富楽里から竹内に抜ける県道

外野勝山線（通称：市部バイパ

ス）に白鳩保育園児とその保護

者・ボランティア・ふらっと会

員 あ わ せ て 65 名 が、彼 岸 花

2,000球を植えました。 

③吉井農村公園みんなでＧＯ! 

 （7/２） 

 親子の交流イベント場とし

て、富山中ブラバンのミニコン

サートや紙飛行機・竹燈づく

り・ゲームなどで盛り上がり、

91名の参加がありました。 

②自主防災講座（6/18） 

 「災害時に自分たちが何が

できるか」自分たちの家を地

図上で確認して、実践的に津

波に対してどのように避難し

たらよいのか考えました。約

100名の参加がありました。 

切
り
取
り
線 

３ページの用紙で入会申込みを 

11．｢訪れる人も  住んでいる人も  ともに楽しめるまち」．｢訪れる人も  住んでいる人も  ともに楽しめるまち」  

 ３．「親から子へ３．「親から子へ  夢をつなげる地域づくり」夢をつなげる地域づくり」  

 22．「自分の庭だと思って．「自分の庭だと思って  愛するまち」愛するまち」 

４．「ひとりじゃない４．「ひとりじゃない  安心して暮らせるまち」安心して暮らせるまち」  

 新メンバーを募集中 

① 

② 

③

④ 

平成２３年度の主な活動平成２３年度の主な活動  


